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ケ ナ フ(HIBISCUSCANNABINUS)の 生 育

ご培 養 液 の水 質 この 関 係

平井敬 藏

Water source of culture solution and 

    growth of "Kenaf" plants 

         Keizo Hirai

前報告1'2)で 著者はケナフが硼素缺乏 によつて示す特種の症状 に就て詳しくのべた.然

るに,著 者が見た他の研究者控3'4・5)が行つたケナフの水耕栽培の報告では,執 れも特別

に硼素の 添加を培養液にしていないにも関 らす,硼素缺乏 についての記述がない.顯 著な

缺乏症状が見落 される筈はないと愚 うが,そ れから考えると恐らく培養液の調製に当つて

用いた材料に,不 純物 として硼素が含まれていた ものか,栽 培管理中に何かの原因によつ

て混入された ものかの どちらかと思はれる.著 者の考えからすれば前者の方,特 に使用し

た水が問題の様である.著 者はこの見地か ら実際に水質の相異による影響がとの種実験に

どんなに大 きく及んで くるかと云 う所 を明にしてみたいと思つてこの実験 をしたのである・

工 実 験

著者はこの見地から,水 質を異にした四種の水をもつて培養液を調製 して,そ れにケナ

フの幼苗をうえ栽培 を続けてみたのである.

培養液の紅織は既述1)の 通 りであ り,硼素 は勿論添加はしない.水 は蒸溜水の外に上水

道水,井 水,池 水の三種を利用した.敦 れも無色透明で特臭なく外見上には区別がないも

のである.pHは6.0,6.6,6。5,6.7で あつたが,ケ ナフの水耕にはいつれも良好の範囲

にあるものだから5),別 に修整は行わなかつた.

若 し是等の使用水中に硼素が全 く含まれてい ないならば,蒸 溜水で作つた場合と等 しく

植物は欠乏症を呈示するであろうし,硼素 が溶解含有 されてい るならば,そ の量に応 じて

缺乏症の出現がみられその個所 にも差異があ るべ き筈であることは著者の別報1・2)から容

易に伺われることである.

供試植物ケナフはタシユケント種で各区5本 宛,水 耕全期間は69日 である.栽 培経過

と結果 を次に挙げてみる.

蒸溜水区では,定 植後14日 目に4本,15日 目に1本 と葉柄彎曲 現象があ り,進 んで全葉

柄は彎曲 した.そ の最低葉位は第6位 の もの3本,第5,7位 のもの各1本.缺乏症状 は

茎部にも現われ腋芽にも認められ,茎 部頂端の崩壌 も認めらる.根 部は生色な く褐色,細

根短 く根群全体 粗剛である.総 ての缺乏症状 を型の如 く現 した.
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第1図.水 質 とケナ フの生 育.

(d)蒸 溜水('c)上1水 道 水(p).池 水(w)i井 水

上水道区では,定 植後16日 目に1本,17日 自に2本,19,20日 目に1本 宛と葉柄彎曲 現

象が起 り,上 部全体に及ぶ.そ の最低葉位は第7位 の もの1本,第8位 のもの4本.茎 部

にも缺乏症状 が現われ,根 部の発育不良であることは蒸溜水区に等 しく,た 貸それよ りは

軽い様 に見受けられた.

井水区,池 水区では何等缺乏 症を示さす,根 群 も白く健全で硼素 が十分にあることを物

語つている(第1,2図).

第2図 ・ 水 質 とケナ フの根 ・ 第1図 に示 した もの の根 部 を示 す.

(d)蒸 溜 水(c)上水 道 水(p)池 水(w)井 水
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定植後30日 目で測定した植物の生育振 りは次の様である.

栽培を更に続けてゆけば,缺乏 症状は愈 々顯著にな り69日 目に収納 したがその時の結

果は次の様である.敦 れ も5本 の平均である.

収納時の結果 と30日 目で調べた ものとを対照するとす ぐ判明するが,蒸 溜水区は興後生

長が殆 ど停止 している為 に,腋 芽の発生著 しく然 もそれ も伸びきらぬ うちに生育が止 り,

次の腋芽がまたそれから分岐 している様 で,酷 烈な缺乏症状 を現わした.茎 長は伸びす茎

径は太つて自然に其両者の比率が落ちて,植 物全体が眞に萎縮倭生の観を呈したのである.
　

上水道水区では,茎 に執れ も瘡痂が出来てそれから彎曲 をしているもの もあつたし,腋

芽 も明に生 じて缺乏 症は判然 と認められた.茎 長の伸びを葉 数 の 多いのと比較 してみれ

ば,各節間 が著 しく詰つてい ることが判断できるであろう・つまり茎の生長は停止に至つ

ていないが,缺乏 症特異の節間の詰 りを現わしているのである.なお5本 のうち1本 のも

のが僅に1個 開花 したが直 ぐ落花 している.

池水区,井 水区では何等変調な く,葉 数と茎長の増加は並行して故障なく生長 し,然 も

結実 も上等で葡内には完全に充実した種子が含まれていたのである.

是等の結果からみて,蒸 溜水は もとより上水道水で も硼素が明に缺乏 していることがわ

かる.缺乏 症状の出現 した最低葉位 をみると,前 者では平均 第6位 であ り後者は第8位 で

あること,其 他の生育調査の結果から考えて,上 水道は蒸溜水に較べて明に硼素含有量が

多い ことが断定で きる.し か しそれで もなお植物の正常生育には不十分であることは明か

である.池 水,井 水では完全に生育 をつづけているのであるから,硼素 は充分に含んでい

た ことが示されてい るのである.

次にBerger,Troug法6)を もつて是等四種の水が含有する硼素量を測定 してみたので

ある.



蒸 溜 水 は0・ 上 水 道 水 は0・007P・P・m・ 井 水 はO.25P・P・m・ 池 水 は0.65P.P.m.と 云 う

結 果 が え られ た.

この様 な硼素 含 量 の水 を つ か つ て培 養 液 を調 製 した ので あ る か ら,既 述 の様 な結 果 が え

られた の は 当然 で あ る.硼素 は 別 に添 加 しな くて も已 に含 まれ て い る こ とで あ るか らで あ

る.

II.総 括 と 考 察

この小実験から解る様に,培 養液に使 う水の もつ水質が著 しく大きく結果 に及 んで くる

ことである.従 つて上記の研究者連3・4・5)が水耕に当つて使われた水の中に硼素 が少 くと

も植物の最低所要量(著 者1・2}に よると0.03P.P.m.)以 上であつたのではないかと断 じ

られる様である.蒸 溜水と称 して もよほど気をつけない と,時 には硼素 の微量を含むこと

があるのは著者は自らの経験と失敗から認めてい る.特 にその製 造時の條件,器 具,冷 却

水その他によつて汚染されていることがあるからである.硼素 の様 に必須ではあるが所要

の少いものを対象 にする場合の水質は十分に考 えないと結論に誤 りが くる.凡 そ微量元素

に関する実験の場合にはこれは共通的であると云える.次 にケナ フが斯 くの如 く微量の棚

素の存否によつて 鋭敏 な様相を呈供することは,明 に硼素 に対する指示植物(Indicator

や1ant)【と して優れた ものと推称できるであろう.

いま一つは,こ の鋭敏 なケナフを指示植物として巧 く利用すれぱ,水 耕法で もつて微量

の水溶性硼素 の 検 出 乃 至定量ができわしないか どいう撃みが もちえられる様 なことであ

る.供 試物 を培養液内に混合してゆければ,そ れによつて水質に自らなる差がつき,そ の

結果はこの実験で示 した様 なケナフの生育に相異が現われてくる.そ の点を巧 くつかむ様

に誤計すればゆくべき道理であるといえる.

この実験は文部賓科学研究費によつた ものであることを記 して謝意 を表してお く.
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 Resume 

   Nutrient culture solution was made using four kinds of water. 
Chemicals solved in solution are all the same, but only water used has 
different sources ; viz, distilled, city, well and pond water. 

   "Kenaf" plants cultured in these four kinds nutrient solution . 
Plants grown in distilled and city water solution showed the deficiency 
symptoms of boron clearly, but in well and pond water, no deficiency 
symptoms appeared. 

   Chemical analysis of these waters by Berger and Troug' s method 
showed that distilled water contained no boron, city-water 0.007 p.p. m., 
well-water 0.25 p.p.m. and pond-water 0.65 p.p.m. boron. 

   From these facts, we can expect to estimate the water soluble 
boron by water culture method using "Kenaf" plants as an indicater 
plant,. if skilfully planned.


